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研
究
ノ
ー
ト『

范
成
大
詩
選
』
拾
遺

三　

野　

豊　

浩

提
　

要

　

二
〇
一
八
年
秋
天
，
我
从
幻
冬
舍
文
艺
复
兴
新
社
出
版
了
《
范
成
大
诗
选
》。

这
本
书
一
边
介
绍
南
宋
诗
人
范
成
大
的
生
平
，
一
边
介
绍
他
的
五
十
八
首
代
表

作
。
其
实
，
我
为
了
这
本
书
而
准
备
的
第
一
稿
（
初
稿
）
一
共
辑
录
了
七
十
二

首
作
品
。
但
是
在
编
辑
的
过
程
中
，
由
于
各
种
理
由
，
不
得
不
除
掉
其
中
一
些

次
要
的
作
品
。
这
里
，
我
把
那
些
作
品
重
新
集
合
在
一
起
，
再
补
充
其
他
几
首

而
做
为
拾
遗
，
给
读
者
们
介
绍
。
介
绍
的
就
是
《
落
鸿
》、《
二
月
三
日
登
楼
有

怀
金
陵
宣
城
诸
友
》、《
白
鷺
亭
》、《
胭
脂
井
三
首
（
其
一
）》、《
枫
桥
》、《
橫

塘
》、《
田
家
》、《
古
风
上
知
府
秘
书
二
首
（
其
一
）》、《
长
沙
王
墓
在
阊
门

外
》、《
刈
麦
行
》、《
宜
春
苑
》、《
蘷
州
竹
枝
歌
九
首
（
其
三
）》、《
次
韵
陆
务

观
慈
姥
岩
酌
别
二
绝
（
其
一
）》、《
晓
枕
三
首
》、《
夜
雨
》
和
《
咏
怀
自
嘲
》，

以
上
十
八
首
。
我
希
望
读
者
们
通
过
这
些
作
品
的
鉴
赏
，
能
夠
了
解
范
成
大
的

文
学
以
及
他
的
为
人
。

关
键
词
：
范
成
大
、
南
宋
、
宋
诗
、
周
汝
昌
、『
范
成
大
诗
选
』

は
じ
め
に

　

二
〇
一
八
年
秋
、
私
に
と
っ
て
は
じ
め
て
の
単
著
と
な
る
『
范は
ん

成せ
い

大だ
い

詩

選
』（
以
下
「
拙
著
」
と
記
す
）
を
幻
冬
舎
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
新
社
よ
り
上

梓
し
た
。
拙
著
は
南
宋
の
詩
人
范
成
大
の
作
品
五
十
八
首
を
収
録
し
、
そ

の
生
涯
と
共
に
紹
介
し
て
い
る
。
実
は
、
一
応
の
完
成
原
稿
と
し
て
二
〇

一
八
年
一
月
八
日
付
け
で
同
社
に
送
っ
た
初
稿
（
以
下
「
初
稿
」
と
記

す
）
は
、
合
計
七
十
二
首
を
収
録
し
て
い
た
。
そ
の
後
収
録
作
品
を
更
に

絞
り
込
む
必
要
が
生
じ
、
十
四
首
を
削
除
し
、
全
五
十
八
首
と
し
て
刊
行

に
至
っ
た
。
し
か
し
、
割
愛
し
た
中
に
は
そ
の
ま
ま
捨
て
去
る
に
は
惜
し

い
作
品
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
に

さ
ら
に
四
首
を
加
え
た
合
計
十
八
首
を
「
拾
遺
」
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
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に
し
た
い
。

　

本
稿
は
一
応
そ
れ
だ
け
で
独
立
し
た
訳
注
稿
と
な
っ
て
い
る
が
、
や
は

り
拙
著
か
ら
派
生
し
た
も
の
に
は
違
い
な
い
の
で
、
ま
ず
拙
著
の
前
書
き

に
あ
た
る
「
は
じ
め
に
」
の
部
分
を
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。
ま
た
范
成
大
の
生
涯
に
つ
い
て
は
拙
著
の
中
で
紹
介
し
て
あ
る
の

で
、
本
稿
で
は
そ
の
概
略
の
み
を
記
す
こ
と
に
し
た
い
。《　

》
で
示
し

た
部
分
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
紹
介
す
る
作
品
は
拙
著
と
同
じ
く
す
べ
て
周
汝
昌
氏
の

『
范
成
大
詩
選
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
九
年
初
版
、
一
九
八
四
年

新
版
）
所
収
の
も
の
で
あ
り
、
同
書
の
収
録
順
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章　

若
き
日
の
思
い　

青
少
年
時
代　

拾
遺

　
《
靖
康
元
年
（
一
一
二
六
）
六
月
四
日
、
北
宋
を
滅
亡
に
至
ら
し
め
た

「
靖せ
い

康こ
う

の
変へ

ん

」
の
起
こ
る
わ
ず
か
五
ヶ
月
前
、
范
成
大
は
平へ

い

江こ
う

〔
江
蘇
省

蘇
州
〕
に
生
ま
れ
た
。
呉ご

郡ぐ
ん

の
范は

ん

氏し

は
北
宋
の
名
臣
范は

ん

仲ち
ゅ
う

淹え
ん

を
出
し
た
名

門
で
あ
り
、
父
の
范は

ん

雩う

は
徽
宗
の
宣せ

ん

和な

六
年
（
一
一
二
四
）
の
進
士
。
母

の
蔡さ
い

氏し

は
北
宋
の
書
家
蔡さ
い

襄じ
ょ
う

の
孫
娘
で
あ
る
。
父
親
の
指
導
の
下
、
范
成

大
は
十
二
歳
の
頃
に
は
経
書
や
史
書
を
幅
広
く
読
み
、
十
四
歳
の
頃
に
は

詩
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
し
か
し
生
ま
れ
つ
き
病
弱
で
、
十

四
歳
の
時
に
大
病
を
患
い
、
あ
や
う
く
死
に
か
け
た
。
ま
た
十
四
歳
で
母

を
、
十
八
歳
の
頃
に
父
を
、
そ
れ
ぞ
れ
失
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
悲
嘆
に

く
れ
、
以
後
お
お
よ
そ
十
年
の
間
、
世
に
出
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
若
き

日
の
范
成
大
は
故
郷
の
崑こ

ん

山ざ
ん

に
あ
る
薦せ

ん

厳げ
ん

寺じ

に
こ
も
っ
て
読
書
し
、
唐
・

賈か

島と
う

の
詩
に
ち
な
ん
で
み
ず
か
ら
「
此し

山ざ
ん

居こ

士じ

」
と
号
し
、
地
元
の
詩
社

に
参
加
す
る
な
ど
し
て
い
た
。
自
分
の
好
き
な
文
学
の
世
界
に
没
頭
し
が

ち
で
あ
り
、
科
挙
の
受
験
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。》

　

以
下
の
二
首
は
正
確
な
年
代
は
わ
か
ら
な
い
が
、
范
成
大
の
ご
く
若
い

頃
の
作
品
と
推
定
さ
れ
る
。

　

落
鴻　
　
　
　
　
　

落ら
く

鴻こ
う

落
鴻
聲
裏
怨
關
山　
　

落ら
く

鴻こ
う　

声せ
い

裏り　

関か
ん

山ざ
ん

を
怨
む

涙
濕
秋
衣
不
肯
乾　
　

涙 

秋し
ゅ
う

衣い

を
湿
ら
せ 

肯あ

え
て
乾か
わ

か
ず

只
道
一
番
新
雨
過　
　

只た

だ
道い

う 

一
番
の
新し
ん

雨う 

過
ぎ
た
り
と

誰
知
雙
袖
倚
樓
寒　
　

誰た
れ

か
知
ら
ん 

双そ
う

袖し
ゅ
う 

楼
の
寒
き
に
倚よ

る
を

◯
落
鴻　

群
れ
か
ら
は
ぐ
れ
た
雁
。
◯
関
山　

関
所
の
よ
う
に
立
ち
は
だ

か
る
山
々
。
◯
道　

言
う
。
◯
一
番　

ひ
と
し
き
り
。「
番
」
は
量
詞
。

◯
双
袖　

二
つ
の
袖
。
女
性
を
暗
示
す
る
。
◯
『
石
湖
居
士
詩
集
』（
以

下
『
石
湖
』）
巻
一
。
七
言
絶
句
。
韻
字
は
山
（
上
平
十
五
刪
）、
乾
、
寒

（
上
平
十
四
寒
）。

　
　

群
れ
か
ら
は
ぐ
れ
た
雁

群
れ
か
ら
は
ぐ
れ
た
一
羽
の
雁
。
そ
の
鳴
き
声
は
、
幾
重
も
の
山
々
に
隔
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て
ら
れ
た
長
い
旅
路
を
う
ら
ん
で
い
る
か
の
よ
う
だ
。

涙
は
秋
の
衣
の
袖
を
湿
ら
せ
、
一
向
に
か
わ
こ
う
と
は
し
な
い
。

人
々
は
、「
ひ
と
し
き
り
雨
が
通
り
過
ぎ
た
ね
」
と
言
う
ば
か
り
。

一
体
誰
が
知
る
だ
ろ
う
か
。
高
い
楼
の
上
、
寒
い
思
い
を
し
な
が
ら
欄
干

に
よ
り
か
か
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
。

　

か
な
し
く 

ひ
び
く 
か
り
の 

こ
え

　

な
み
だ
の 

か
わ
く 
ひ
ま
も 

な
し

　

あ
め
が 

す
ぎ
た
と 

い
う
ば
か
り

　

つ
ら
い 

き
も
ち
を 

だ
れ
が 
し
る

　

孤
独
な
旅
の
鳥
に
自
分
を
重
ね
合
わ
せ
て
う
た
う
、
感
傷
的
な
作
品
。

「
双
袖
」
の
人
は
、
故
郷
で
旅
人
の
帰
り
を
待
つ
妻
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

と
明
言
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、「
靖
康
の
変
」
で
北
方
に
連
れ
去
ら
れ
た

人
々
へ
の
思
い
が
、
さ
り
げ
な
く
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

次
は
、
故
郷
で
遠
方
の
友
人
た
ち
を
思
う
詩
で
あ
る
。

　

二
月
三
日
登
樓
有
懷
金
陵
宣
城
諸
友

　

二
月
三
日 

楼
に
登
り 

金き
ん

陵り
ょ
う

と
宣せ
ん

城じ
ょ
う

の
諸し
ょ

友ゆ
う

を
懐お
も

う
有
り

百
尺
西
樓
十
二
欄　
　

百ひ
ゃ
く

尺し
ゃ
く

の
西せ
い

楼ろ
う　

十
二
の
欄
お
ば
し
ま

日
遲
花
影
對
人
閒　
　

日　

遅
く　

花か

影え
い　

人
に
対
し
て
閒し
ず

か
な
り

春
風
已
入
片
時
夢　
　

春
風　

已す
で

に
入い

る　

片
時
の
夢

寒
食
從
今
數
日
間　
　

寒か
ん

食し
ょ
く　

今
よ
り
数す

う

日じ
つ

の
間

折
柳
故
情
多
望
斷　
　

折せ
つ

柳り
ゅ
う

の
故こ

情じ
ょ
う　

望
断
す
る
こ
と
多
く

落
梅
新
曲
與
愁
關　
　

落ら
く

梅ば
い

の
新し
ん

曲き
ょ
く　

愁
い
に
関
す

詩
成
欲
訪
江
南
便　
　

詩　

成
り　

江こ
う

南な
ん

に
便た
よ

り
を
訪と
ど

け
ん
と
欲ほ
っ

す
る
も

千
里
煙
波
萬

山　
　

千
里
の
煙え
ん

波ぱ　

万ば
ん

畳じ
ょ
う

の
山

〇
二
月
三
日　

旧
暦
の
二
月
は
春
の
盛
り
。
〇
金
陵　

今
の
江
蘇
省
南

京
。
〇
宣
城　

今
の
安
徽
省
に
あ
る
。
◯
西
楼　

蘇
州
の
子
城
の
西
に
あ

る
楼
閣
。
〇
十
二
欄　

幾
重
に
も
曲
が
り
く
ね
っ
た
欄
干
。
◯
人　

作
者

を
さ
す
。
〇
春
風
已
入
片
時
夢　

唐
・
岑し

ん

参じ
ん

の
「
春
夢
」
詩
に
「
枕ち
ん

上じ
ょ
う 

片へ
ん

時じ 

春
夢
の
中う
ち

、
行
き
尽
く
す 

江
南 

数
千
里
」
と
あ
る
。
◯
寒
食　

冬
至
か
ら
数
え
て
百
五
日
目
の
節
日
。
こ
の
日
は
火
を
起
こ
し
て
煮
炊
き

す
る
こ
と
を
禁
じ
、
冷
た
い
も
の
だ
け
を
食
べ
る
。
〇
折
柳　

ヤ
ナ
ギ
の

枝
を
手
折
る
。
旅
立
つ
人
を
見
送
る
習
慣
。
ま
た
「
折
楊
柳
」
は
旅
人
を

見
送
る
送
別
の
曲
。
◯
故
情　

旧
友
を
思
う
気
持
ち
。
◯
望
断　

は
る
か

遠
く
を
眺
め
や
る
。
〇
落
梅
新
曲　
「
落
梅
」
は
本
来
「
梅
花
落
」
と
い

う
楽
曲
の
名
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
宋
代
に
で
き
た
作
者
不
明
の
「
江
城
梅

花
引
」（
略
称
「
江
梅
引
」）
詞
を
さ
す
。
内
容
は
、
や
は
り
望
郷
の
思
い

を
う
た
う
。
南
宋
・
洪こ

う

邁ま
い

の
『
容
斎
五
筆
』
に
よ
れ
ば
、
金
に
使
者
と
し

て
赴
き
抑
留
さ
れ
て
い
た
洪こ
う

皓こ
う

（
洪こ
う

邁ま
い

の
父
）
が
こ
の
曲
を
聴
き
、「
ま

る
で
自
分
の
た
め
に
作
ら
れ
た
か
の
よ
う
だ
」
と
慨
嘆
し
、
同
じ
韻
を
用

い
て
四
首
を
作
っ
た
と
い
う
。
◯
訪　

こ
こ
で
は
、
手
紙
を
届
け
る
、
の

意
か
。
◯
江
南　

長
江
の
南
の
一
帯
。
こ
こ
で
は
金
陵
と
宣
城
を
さ
す
。
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◯
煙
波　

川
面
に
か
か
る
も
や
。
◯
『
石
湖
』
巻
一
。
七
言
律
詩
。
韻
字

は
欄
（
上
平
十
四
寒
）、
閒
、
間
、
関
、
山
（
上
平
十
五
刪
）。

　
　

二
月
三
日
、
高
楼
に
登
り
、
金
陵
と
宣
城
に
い
る
友
人
た
ち
を
な
つ

か
し
く
思
い
出
し
て

百
尺
も
の
高
さ
に
そ
び
え
る
西
の
高
楼
、
幾
重
に
も
曲
が
り
く
ね
っ
た
欄

干
。

春
の
盛
り
な
の
で
日
は
長
く
、
花
の
影
が
静
か
に
こ
の
私
と
向
き
合
っ
て

い
る
。

春
風
は
す
で
に
つ
か
の
間
の
夢
の
中
へ
と
入
り
込
み
、

寒
食
の
節
日
は
今
か
ら
数
え
て
あ
と
数
日
の
後
。

ヤ
ナ
ギ
の
枝
を
手
折
っ
て
別
れ
た
友
を
思
う
気
持
ち
の
た
め
、
何
度
も
は

る
か
遠
く
を
な
が
め
や
り
、

「
江
梅
引
」
の
新
曲
に
込
め
ら
れ
た
思
い
は
、
私
の
愁
い
と
深
く
か
か

わ
っ
て
い
る
。

詩
が
出
来
上
が
り
、
江
南
の
友
人
た
ち
に
便
り
を
届
け
た
い
と
思
う
も
の

の
、

千
里
の
彼
方
ま
で
川
面
に
は
も
や
が
た
な
び
き
、
山
々
は
幾
重
に
も
重
な

り
あ
っ
て
い
る
。

　

た
か
ど
の
の 

う
え 

は
る
の 

か
ぜ

　

は
な 

め
で
つ
つ
も 

う
れ
い 

あ
り

　

や
ま
の 

か
な
た
の 

わ
が 

と
も
に

　

た
よ
り 

と
ど
け
る 

す
べ
も 

な
し

　

周
汝
昌
氏
は
「
こ
の
詩
は
韻
律
が
流
麗
で
、
范
成
大
の
初
期
の
七
言
律

詩
の
風
格
を
代
表
し
て
い
る
」
と
評
す
る
。
や
は
り
感
傷
的
な
作
品
で
あ

る
が
、
友
情
と
憂
国
の
思
い
が
微
妙
に
交
錯
し
て
い
る
。

　
《
故
郷
に
こ
も
っ
て
い
た
范
成
大
は
、
亡
父
の
友
人
王お

う

葆ほ

の
忠
告
に
よ

り
奮
起
し
、
科
挙
の
受
験
を
志
す
。
紹し

ょ
う

興こ
う

二
十
三
年
（
一
一
五
三
）、
科

挙
の
地
方
試
験
が
建け

ん

康こ
う

〔
江
蘇
省
南
京
〕
で
行
わ
れ
、
受
験
の
準
備
の
た

め
范
成
大
は
建
康
に
赴
く
。
時
に
二
十
八
歳
。》

　

以
下
の
二
首
は
、
建
康
を
訪
れ
た
時
の
作
で
あ
る
。

　

白
鷺
亭　
　
　
　
　

白は
く

鷺ろ

亭て
い

倦
遊
客
舎
不
勝
閒　
　

遊
に
倦う

み　

客
舎　

閒ひ
ま

に
勝た

え
ず

日
日
清
江
見
倚
闌　
　

日
日　

清
江　

闌
に
倚よ

り
て
見
る

少
待
西
風
吹
雨
過　
　

少し
ば
ら

く
西
風
の
雨
を
吹
き
て
過
ぎ
し
む
る
を
待
ち

更
從
二
水
看
淮
山　
　

更
に
二
水
よ
り
淮わ
い

山ざ
ん

を
看み

ん

〇
白
鷺
亭　

建
康
に
あ
る
亭
の
名
。
賞
心
亭
（
拙
著
二
十
四
頁
参
照
）
の

近
く
に
あ
り
、
江
中
の
白
鷺
洲
を
俯
瞰
で
き
る
。
〇
倦　

飽
き
る
。
〇
遊　

旅
。
〇
客
舎　

旅
館
。
〇
不
勝
閒　

北
宋
・
王
安
石
の
「
江
亭
晩
眺
」
詩
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に
「
清
江　

無
限
に
好よ

ろ

し
き
も
、
白
鳥　

閑
に
勝た

え
ず
」
と
あ
る
。
〇
闌　

欄
干
。
〇
西
風　

秋
風
。
〇
二
水　

当
時
の
地
形
で
は
、
長
江
の
水
が
白

鷺
洲
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
川
筋
の
別
れ
る
所
に
二
水
亭

が
あ
っ
た
。
唐
・
李
白
の
「
金
陵
の
鳳
凰
台
に
登
る
」
詩
に
「
二
水　

中

分
す　

白
鷺
洲
」
と
あ
る
。
〇
淮
山　

周
汝
昌
氏
は
「（
長
）
江
の
北
岸

の
山
」
と
解
説
す
る
が
、
字
義
的
に
は
「
淮
河
の
あ
た
り
の
山
々
」
で
あ

ろ
う
。
淮
河
は
当
時
の
国
境
で
あ
り
、
長
江
の
ほ
と
り
に
あ
る
建
康
か
ら

見
え
る
は
ず
は
な
い
が
、
二
水
亭
か
ら
見
え
る
山
を
そ
れ
に
見
立
て
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
◯
『
詩
集
』
巻
二
。
詩
形
は
七
言
絶
句
。
韻
字
は
閒

（
上
平
十
五
刪
）、
闌
（
上
平
十
四
寒
）、
山
（
上
平
十
五
刪
）。

　
　

白
鷺
亭

旅
に
も
飽
き
、
旅
館
で
は
閑
を
も
て
あ
ま
し
て
い
る
。

来
る
日
も
来
る
日
も
、
清
ら
か
な
長
江
の
流
れ
を
欄
干
に
よ
り
か
か
っ
て

眺
め
て
い
る
。

し
ば
ら
く
の
間
、
秋
風
が
雨
を
吹
き
送
る
の
を
待
ち
、

さ
ら
に
今
度
は
、
川
の
流
れ
が
二
筋
に
別
れ
る
所
か
ら
、
淮
河
の
あ
た
り

の
山
々
を
眺
め
る
と
し
よ
う
。

　

ひ
ま 

も
て
あ
ま
す 

た
び
の 

や
ど

　

ま
い
に
ち 

み
て
る 

か
わ
の 

み
ず

　

あ
め 

ふ
く 

か
ぜ
が 

す
ぎ
た
な
ら

　

と
お
く
の 

や
ま
を 

み
て
み
よ
う

　

受
験
勉
強
の
合
間
に
書
か
れ
た
詩
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
詩
を
見
る

と
、
陸
游
ほ
ど
激
烈
で
は
な
い
ま
で
も
、
范
成
大
も
南
北
に
分
断
さ
れ
た

当
時
の
状
況
に
問
題
意
識
を
抱
き
、
失
地
を
回
復
す
べ
き
と
い
う
意
志
を

有
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
実
際
に
は
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
ず

と
も
、
作
者
の
脳
裏
に
は
き
っ
と
当
時
の
国
境
で
あ
る
淮
河
一
帯
の
情
景

が
浮
か
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。

　

建
康
を
訪
れ
た
范
成
大
は
、
こ
の
町
の
治
乱
興
亡
の
歴
史
に
思
い
を
は

せ
た
で
あ
ろ
う
。
次
の
詩
は
、
歴
史
を
題
材
と
す
る
「
詠
史
詩
」
で
あ

る
。

　

臙
脂
井
三
首　
　
　

臙え
ん

脂じ

井せ
い　

三
首
（
其
の
一
）

昭
光
殿
下
起
樓
臺　
　

昭し
ょ
う

光こ
う

殿で
ん

下か　

楼ろ
う

台だ
い

を
起た

て

得
山
河
付
酒
杯　
　

山さ
ん

河が

を
す

て
得
て　

酒
杯
に
付
す

春
色
已
從
金
井
去　
　

春し
ゅ
ん

色し
ょ
く　

已す
で

に
金き

ん

井せ
い

よ
り
去
り

月
華
空
上
石
頭
來　
　

月げ
っ

華か　

空む
な

し
く
石せ

き

頭と
う

に
上の

ぼ

り
来
た
る

〇
臙
脂
井　

南
京
の
玄げ

ん

武ぶ

湖こ

の
近
く
に
あ
る
台だ
い

城じ
ょ
う

の
中
、
景
陽
楼
の
下
に

あ
る
。
陳
の
後こ
う

主し
ゅ

が
国
を
滅
ぼ
さ
れ
た
時
、
二
人
の
寵ち
ょ
う

姫き

と
共
に
身
を
隠

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
井
戸
。「
臙
脂
」
は
女
性
の
化
粧
を
さ
す
。
〇
昭
光

殿　

正
確
に
は
光こ

う

昭し
ょ
う

殿で
ん

。
陳
の
後
主
が
建
て
た
宮
殿
。
◯
起
楼
台　

後
主

は
光
昭
殿
の
前
に
臨り

ん

春し
ゅ
ん

・
結け
っ

綺き

・
望ぼ
う

仙せ
ん

と
い
う
三
つ
の
楼
閣
を
建
て
た
。

い
ず
れ
も
壮
麗
で
贅
を
尽
く
し
、
こ
こ
で
宮
女
た
ち
と
日
に
夜
を
継
い
で
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遊
び
た
わ
む
れ
た
と
い
う
。
◯

得　

う
ち
捨
て
る
。「
得
」
は
助
字
。

◯
付
酒
杯　

酒
色
の
楽
し
み
の
中
に
つ
ぎ
込
む
。
◯
春
色　

春
の
気
配
。

繁
栄
を
暗
示
す
る
。
◯
金
井　

臙
脂
井
を
さ
す
。
〇
月
華　

月
の
光
。
〇

石
頭　

石せ
き

頭と
う

城じ
ょ
う

。
三
国
時
代
呉
の
孫
権
が
建
て
た
城
の
名
。
南
京
の
代
名

詞
と
し
て
詩
に
う
た
わ
れ
る
。
◯
『
石
湖
』
巻
二
。
七
言
絶
句
。
韻
字
は

台
、
杯
、
来
（
上
平
十
灰
）。

　
　

化
粧
の
井
戸 

三
首
（
そ
の
一
）

陳
の
後
主
は
光
昭
殿
の
前
に
豪
華
な
楼
台
を
築
き
、

あ
た
ら
壮
麗
な
山
河
を
う
ち
捨
て
、
こ
と
ご
と
く
酒
色
の
楽
し
み
の
中
に

つ
ぎ
込
ん
だ
。

春
の
気
配
は
す
で
に
金
の
井
戸
か
ら
消
え
去
り
、

月
の
光
が
空
し
く
石
頭
城
の
上
に
の
ぼ
っ
て
来
た
。

　

ご
て
ん
の 

ま
え
に 

う
て
な 

た
て

　

あ
そ
び 

ほ
う
け
て 

く
に 

つ
ぶ
す

　

は
る
の 

け
は
い
は 

い
ど
を 

さ
り

　

つ
き
は 

む
な
し
く 

し
ろ 

て
ら
す

　

こ
の
詩
は
、
南
朝
最
後
の
君
主
と
な
っ
た
陳
の
後
主
（
陳ち
ん

叔し
ゅ
く

宝ほ
う

）
を
う

た
う
。
陳
は
北
朝
の
隋ず
い

に
攻
め
滅
ぼ
さ
れ
る
が
、
そ
の
時
後
主
は
二
人
の

寵
姫
と
共
に
井
戸
に
身
を
隠
し
た
。
し
か
し
発
見
さ
れ
、
引
き
ず
り
出
さ

れ
て
生
き
恥
を
さ
ら
し
た
と
い
う
。
范
成
大
は
こ
の
他
、
七
言
絶
句
「
陳

叔
宝
を
弔
う
詞
」
も
書
い
て
い
る
。
陳
の
後
主
に
特
別
な
思
い
入
れ
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
隋
に
滅
ぼ
さ
れ
た
陳
に
、
金
と
対
峙

す
る
南
宋
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
詩
の
第
四

句
、
石
頭
城
に
登
る
月
は
、
唐
・
劉り

ゅ
う

禹う

錫し
ゃ
く

の
七
言
絶
句
「
石
頭
城
」
を
連

想
さ
せ
る
。

　

次
の
詩
は
「
城
西
道
中
」
と
題
す
る
七
言
絶
句
二
十
首
の
連
作
の
中
の

一
首
で
あ
る
。
于う

北ほ
く

山ざ
ん

氏
の
『
范
成
大
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
紹し

ょ
う

興こ
う

二
十
一

年
（
一
一
五
一
）、
二
十
六
歳
の
時
の
作
。

　

楓
橋　
　
　
　
　
　

楓ふ
う

橋き
ょ
う

朱
門
白
壁
枕
彎
流　
　

朱し
ゅ

門も
ん　

白は
く

壁へ
き　

弯わ
ん

流り
ゅ
う

に
枕の
ぞ

み

桃
李
無
言
滿
屋
頭　
　

桃と
う

李り　

言
う
無
く
し
て　

屋お
く

頭と
う

に
満み

つ

牆
上
浮
圖
路
傍
堠　
　

牆し
ょ
う

上じ
ょ
う

の
浮ふ

図と　

路ろ

傍ぼ
う

の
堠こ
う

送
人
南
北
管
離
愁　
　

人
を
南な

ん

北ぼ
く

に
送
り　

離り

愁し
ゅ
う

に
管か

ん

す

〇
楓
橋　

蘇
州
の
寒
山
寺
の
前
を
流
れ
る
運
河
に
か
か
る
橋
の
名
。
◯
枕　

臨
む
。
こ
こ
で
は
動
詞
。
◯
弯
流　

湾
曲
し
た
川
の
流
れ
。
〇
桃
李
無
言　

漢
・
司
馬
遷
『
史
記
』
の
「
李
将
軍
列
伝
」
に
「
桃
李 

言
わ
ざ
れ
ど

も
、
下 

自お
の
ず
か

ら
蹊こ
み
ち

を
成な

す
」
と
あ
る
の
に
よ
る
が
、
こ
こ
で
は
本
来
の
意

味
と
は
無
関
係
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
◯
牆　

垣
根
。
◯
浮
図　

お
寺
の

塔
。
◯
路
傍　

道
ば
た
。
◯
堠　

道
し
る
べ
。
道
標
。
◯
管　

か
か
わ

る
。
◯
離
愁　

別
れ
の
愁
い
。
◯
『
石
湖
』
巻
三
。
七
言
絶
句
。
韻
字
は
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流
、
頭
、
愁
（
下
平
十
一
尤
）。

　
　

楓
橋
に
て

朱
塗
り
の
門
と
白
塗
り
の
壁
が
、
湾
曲
し
た
川
の
流
れ
に
臨
ん
で
い
る
。

桃
と
ス
モ
モ
は
言
葉
も
な
く
、
寺
の
屋
根
の
上
い
っ
ぱ
い
に
花
を
咲
か
せ

て
い
る
。

垣
根
の
上
に
そ
び
え
立
つ
お
寺
の
塔
と
道
ば
た
の
道
し
る
べ
は
、

こ
れ
ま
で
数
知
れ
ぬ
旅
人
を
南
へ
北
へ
と
送
り
出
し
、
別
れ
の
愁
い
に
か

か
わ
っ
て
来
た
の
だ
。

　

ま
っ
か
な 

も
ん
と 

し
ろ
い 

か
べ

　

や
ね
の 

う
え
に
は 

も
も
の 

は
な

　

お
て
ら
の 

と
う
と 

み
ち
し
る
べ

　

た
び
び
と 

お
く
る 

き
た 

み
な
み

　

蘇
州
の
寒
山
寺
を
う
た
う
こ
の
詩
は
、
唐
・
張ち

ょ
う

継け
い

の
七
言
絶
句
「
楓ふ

う

橋き
ょ
う

夜や

泊は
く

」
を
念
頭
に
書
か
れ
て
い
よ
う
。

　
　

月
落
烏
啼
霜
滿
天　
　

月　

落
ち　

烏か
ら
す　

啼な

い
て　

霜　

天
に
満み

つ

　
　

江
楓
漁
家
對
愁
眠　
　

江こ
う

楓ふ
う　

漁ぎ
ょ

火か　

愁し
ゅ
う

眠み
ん

に
対
す

　
　

姑
蘇
城
外
寒
山
寺　
　

姑こ

蘇そ

城じ
ょ
う

外が
い

の
寒か
ん

山ざ
ん

寺じ

　
　

夜
半
鐘
聲
到
客
船　
　

夜や

半は
ん

の
鐘し
ょ
う

声せ
い　

客か
く

船せ
ん

に
到い
た

る

　

た
だ
し
、
張
継
の
詩
は
寒
々
と
し
た
秋
の
夜
の
情
景
を
う
た
う
の
に
対

し
、
范
成
大
の
詩
は
春
の
花
の
盛
り
の
日
中
の
情
景
を
う
た
っ
て
お
り
、

雰
囲
気
を
完
全
に
逆
転
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
で
い
て
旅
愁
の
主
題
は
原
作

を
し
っ
か
り
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
な
か
な
か
巧
妙
で
あ
る
。

　

次
の
詩
も
同
じ
連
作
の
中
の
一
首
で
あ
り
、
銭せ
ん

鍾し
ょ
う

書し
ょ

著
・
宋
代
詩
文
研

究
会
訳
注
『
宋
詩
選
注
３
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
）
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

　

横
塘　
　
　
　
　
　

横お
う

塘と
う

南
浦
春
來
綠
一
川　
　

南な
ん

浦ぽ　

春し
ゅ
ん

来ら
い　

緑り
ょ
く

一い
っ

川せ
ん

石
橋
朱
塔
兩
依
然　
　

石せ
き

橋き
ょ
う　

朱し
ゅ

塔と
う　

両ふ
た

つ
な
が
ら
依い

然ぜ
ん

た
り

年
年
送
客
横
塘
路　
　

年
年　

客
を
送
る　

横
塘
の
路み
ち

細
雨
垂
楊
繋
畫
船　
　

細さ
い

雨う　

垂す
い

楊よ
う　

画が

船せ
ん

を
繋つ
な

ぐ

〇
横
塘　

地
名
。
蘇
州
の
郊
外
に
あ
る
名
所
。
◯
南
浦　

川
の
南
岸
。
古

く
は
『
楚
辞
』
に
見
え
、
多
く
の
場
合
、
別
れ
の
場
所
と
し
て
詩
に
う
た

わ
れ
る
。
◯
一
川　

こ
こ
で
は
、
平
野
一
面
、
の
意
。
〇
客　

旅
人
。
◯

細
雨　

小
雨
。
◯
垂
楊　

し
だ
れ
柳
。
◯
画
船　

美
し
い
飾
り
模
様
の
あ

る
船
。
◯
『
詩
集
』
巻
三
。
七
言
絶
句
。
韻
字
は
川
、
然
、
船
（
下
平
一

先
）。
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横
塘

川
の
南
岸
は
、
春
に
な
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
一
面
の
緑
色
。

石
の
橋
も
朱
塗
り
の
塔
も
、
ど
ち
ら
も
昔
と
変
わ
ら
ぬ
姿
の
ま
ま
。

毎
年
毎
年
、
旅
人
を
見
送
る
、
こ
こ
横
塘
の
道
。

小
雨
の
降
る
中
、
し
だ
れ
柳
に
美
し
く
飾
ら
れ
た
船
が
つ
な
が
れ
て
い

る
。

　

い
ち
め
ん 

み
ど
り
の 
わ
た
し
ば
に

　

む
か
し
な
が
ら
の 

は
し
と 
と
う

　

ま
い
と
し 

ひ
と
を 

お
く
る 
ふ
ね

　

あ
め
の 

や
な
ぎ
に 

つ
な
が
れ
て

　

こ
の
詩
は
范
成
大
の
初
期
の
代
表
作
の
一
つ
で
、
変
わ
ら
な
い
風
景
と

変
わ
り
ゆ
く
人
の
世
の
姿
を
対
比
さ
せ
て
う
た
っ
て
い
る
。
淡
い
感
傷
に

彩
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。

　

次
の
詩
は
、
後
に
「
四し

い

時じ

田で
ん

園え
ん

雑ざ
っ

興き
ょ
う

六
十
首
」
の
作
者
と
な
る
范
成
大

の
「
田
園
詩
人
」
と
し
て
の
資
質
を
、
す
で
に
う
か
が
わ
せ
る
。

　

田
舎　
　
　
　

田で
ん

舎し
ゃ

呼
喚
攜
鋤
至　
　

呼
び
喚よ

び
て　

鋤す
き

を
携た
ず
さ

え
て
至い
た

り

安
排
築
圃
忙　
　

安あ
ん

排ぱ
い

し　

圃ほ

を
築き
ず

く
に
忙い
そ
が

し

兒
童
眠
落
葉　
　

児じ

童ど
う　

落ら
く

葉よ
う

に
眠ね
む

り

鳥
雀
噪
斜
陽　
　

鳥ち
ょ
う

雀じ
ゃ
く　

斜し
ゃ

陽よ
う

に
噪さ

わ

ぐ

煙
火
村
聲
遠　
　

煙え
ん

火か　

村そ
ん

声せ
い 

遠
く

林
菁
野
氣
香　
　

林り
ん

菁せ
い　

野や

気き 

香か
ん
ば

し

樂
哉
今
歳
事　
　

楽
し
き
哉か
な　

今こ
ん

歳さ
い

の
事

天
末
稻
雲
黃　
　

天て
ん

末ま
つ　

稲と
う

雲う
ん　

黄
な
り

◯
田
舎　

農
家
。
◯
安
排　

役
目
を
割
り
振
る
。
◯
圃　

稲
の
脱
穀
を
す

る
た
め
の
場
所
。
◯
鳥
雀　

小
鳥
た
ち
。
◯
煙
火　

炊
事
の
時
に
立
ち
上

る
煙
。
炊
煙
。
◯
村
声　

村
里
の
物
音
。
◯
林
菁　

草
木
の
生
い
茂
る
場

所
。
◯
野
気
香　

野
外
ら
し
い
香
気
が
た
だ
よ
う
。
◯
今
歳　

今
年
。
◯

天
末　

空
の
果
て
。
◯
稲
雲
黄　

一
面
の
黄
色
く
実
っ
た
稲
を
、
黄
色
い

雲
に
た
と
え
る
。
◯
『
石
湖
』
巻
四
。
五
言
律
詩
。
韻
字
は
忙
、
陽
、

香
、
黄
（
下
平
七
陽
）。

　
　

農
家

農
家
の
人
々
は
互
い
に
声
を
か
け
合
い
、
鋤す

き

を
か
つ
い
で
や
っ
て
来
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
目
を
割
り
振
り
、
稲
の
脱
穀
場
を
作
る
作
業
に
忙
し
い
。

子
ど
も
た
ち
は
落
ち
葉
の
上
で
眠
り
、

小
鳥
た
ち
は
夕
陽
の
中
で
鳴
き
騒
ぐ
。

炊
事
の
煙
が
立
ち
の
ぼ
る
村
里
の
物
音
は
、
は
る
か
遠
く
に
聞
こ
え
、

草
木
の
生
い
茂
る
場
所
に
は
、
い
か
に
も
野
外
ら
し
い
香
気
が
た
だ
よ

う
。

あ
あ
何
と
楽
し
い
こ
と
か
、
今
年
の
農
事
は
。
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空
の
果
て
ま
で
も
、
黄
色
い
雲
の
よ
う
な
稲
が
た
わ
わ
に
実
っ
て
い
る
。

　

や
く
わ
り 

き
め
て 

と
も
ど
も
に

　

だ
っ
こ
く
の　

ば
し
ょ 

じ
ゅ
ん
び
す
る

　

こ
と
し 
ほ
う
さ
く 

う
れ
し
い
な

　

そ
ら
の 
は
て
ま
で 

こ
が
ね
い
ろ

　

こ
の
詩
は
、
稲
の
脱
穀
場
を
作
る
作
業
に
没
頭
す
る
農
民
た
ち
を
う
た

う
。
収
穫
の
秋
を
迎
え
、
農
民
た
ち
は
日
の
暮
れ
る
ま
で
作
業
に
追
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
そ
ん
な
大
人
た
ち
の
苦
労
を
よ
そ
に
、
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
は
落
ち
葉
の
上
で
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
い
る
。
な
お
「
黄
雲
」
の
語
は

多
く
の
場
合
麦
に
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
稲
に
用
い
て
い
る

点
に
特
色
が
あ
る
。

第
二
章　

仕
官
の
道
へ　

徽き

州
し
ゅ
う

時じ

代だ
い　

拾
遺

　
《
紹し

ょ
う

興こ
う

二
十
四
年
（
一
一
五
四
）、
范
成
大
は
科
挙
の
中
央
試
験
に
合
格

し
、
進
士
と
な
る
。
時
に
二
十
九
歳
。
紹
興
二
十
六
年
（
一
一
五
六
）

春
、
范
成
大
は
司し

戸こ

参さ
ん

軍ぐ
ん

と
し
て
初
任
地
の
徽
州
〔
安
徽
省
歙き
ゅ
う

県け
ん

〕
に
着

任
。
こ
れ
以
後
、
紹
興
三
十
年
ま
で
同
地
で
勤
務
す
る
。
徽
州
で
は
、
三

人
の
上
司
に
相
継
い
で
仕
え
る
。
紹
興
二
十
九
年
（
一
一
五
九
）
九
月
、

范
成
大
の
三
番
目
の
上
司
と
な
る
洪こ

う

适か
つ

（
前
出
の
洪
邁
の
兄
）
が
徽
州
に

赴
任
し
て
来
る
。
洪
适
は
范
成
大
を
高
く
評
価
し
、
い
ず
れ
必
ず
出
世
す

る
か
ら
自
愛
す
る
よ
う
に
と
諭
し
た
。
范
成
大
は
洪
适
に
五
言
古
詩
「
古

風
上
知
府
秘
書
二
首
」
を
贈
り
、
そ
の
知
遇
に
感
謝
し
て
い
る
。
紹
興
三

十
年
（
一
一
六
〇
）
十
月
、
范
成
大
は
司
戸
参
軍
の
任
期
が
満
了
し
て
帰

郷
す
る
。》

　

范
成
大
が
洪
适
に
贈
っ
た
次
の
詩
は
、
拙
著
で
は
紙
幅
の
都
合
で
割
愛

し
た
。

　

古
風
上
知
府
秘
書
二
首 

古こ

風ふ
う　

知ち

府ふ

秘ひ

書し
ょ

に
上た
て
ま
つ

る 

二
首
（
其
の
一
）

神
仙
絶
世
立　
　

神し
ん

仙せ
ん　

世よ

を
絶ぜ
っ

し
て
立
ち

功
行
聞
清
都　
　

功こ
う

行こ
う　

清せ
い

都と

に
聞
こ
ゆ

玉
符
賜
長
生　
　

玉ぎ
ょ
く

符ふ　

長ち
ょ
う

生せ
い

を
賜た
ま
わ

り

籋
雲
遊
紫
虛　
　

雲
に
籋の

り　

紫し

虚き
ょ

に
遊
ぶ

雞
犬
爾
何
知　
　

鶏け
い

犬け
ん　

爾な
ん
じ　

何
を
か
知
ら
ん

偶
舐
藥
鼎
餘　
　

偶た
ま

た
ま
薬や

く

鼎て
い

の
余
り
を
舐な

む

身
輕
亦
仙
去　
　

身　

軽
く　

亦ま

た
仙せ
ん

去き
ょ

し

罡
風
與
之
倶　
　

罡こ
う

風ふ
う　

之こ
れ

と
倶と
も

に
す

俯
視
舊
籬
落　
　

旧ふ
る

き
籬り

落ら
く

を
俯ふ

視し

す
れ
ば

眇
莽
如
積
蘇　
　

眇び
ょ
う

莽も
う

と
し
て
積せ
き

蘇そ

の
如ご
と

し

非
無
鳳
與
麟　
　

鳳ほ
う

と
麟り
ん

と
無
き
に
非あ
ら

ざ
れ
ど
も

終
然
侶
蟲
魚　
　

終し
ゅ
う

然ぜ
ん　

虫ち
ゅ
う

魚ぎ
ょ

を
侶り
ょ

と
す
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微
物
豈
有
命　
　

微び

物ぶ
つ　

豈あ

に
命め

い

有
ら
ん
や

政
爾
謝
泥
塗　
　

政ま
さ

に
爾し
か

く
泥で
い

塗と

を
謝
す

時
哉
適
丁
是　
　

時
な
る
哉か
な　

適ま
さ

に
是こ

れ
に
丁あ

う

邂
逅
眞
良
圖　
　

邂か
い

逅こ
う　

真ま
こ
と

に
良り
ょ
う

図と

な
り

〇
知
府
秘
書　

洪
适
を
さ
す
。「
知
府
」
は
、
州
の
長
官
。「
秘
書
」
は
、

秘ひ

書し
ょ

省し
ょ
う

正せ
い

字じ

。
洪
适
の
以
前
の
役
職
名
。
◯
神
仙　

仙
人
。
洪
适
を
た
と

え
る
。
◯
絶
世
立　

俗
世
と
隔
絶
し
て
暮
ら
し
て
い
る
。
◯
功
行　

功
績

と
行
い
。
〇
清
都　

天
帝
の
住
む
都
。
◯
玉
符　

玉
製
の
お
札ふ

だ

。
◯
長
生　

不
老
長
寿
。
◯
籋
雲　

雲
に
乗
る
。
◯
紫
虚　

天
。
◯
薬
鼎　

仙
薬
を
調

合
す
る
鼎か

な
え

。
◯
仙
去　

仙
と
な
っ
て
昇
天
す
る
。
◯
罡
風　

剛
風
。
空
の

高
い
所
に
吹
い
て
い
る
強
い
風
。
◯
俯
視　

見
お
ろ
す
。
◯
旧
籬
落　

昔

住
ん
で
い
た
場
所
。
◯
眇
莽　

は
る
か
遠
く
に
小
さ
く
見
え
る
さ
ま
。
◯

積
蘇　

積
み
上
げ
た
柴
草
。
み
す
ぼ
ら
し
い
も
の
の
た
と
え
。
◯
鳳
与
麟　

鳳
凰
と
麒
麟
。
立
派
な
人
物
の
た
と
え
。
◯
侶　

仲
間
に
す
る
。
◯
虫
魚　

虫
と
魚
。
小
人
物
の
た
と
え
。
◯
微
物　

と
る
に
足
り
な
い
も
の
。
◯
命　

こ
こ
で
は
、
良
き
身
の
定
め
。
幸
運
。
◯
正
爾　

ま
さ
し
く
こ
う
し
て
。

◯
謝
泥
塗　

ぬ
か
る
み
道
に
別
れ
を
告
げ
る
。
し
が
な
い
生
活
か
ら
足
を

洗
う
。
◯
邂
逅　

め
ぐ
り
あ
い
。
◯
良
図　

良
き
は
か
ら
い
。
唐
・
杜
甫

の
「
今こ

ん

夕せ
き

行こ
う

」
に
「
邂か
い

逅こ
う　

豈あ

に
即す
な
わ

ち
良り
ょ
う

図と

に
非あ
ら

ざ
ら
ん
や
」
と
あ
る
。

◯
『
石
湖
』
巻
七
。
五
言
古
詩
。
韻
字
は
都
（
上
平
七
虞
）、
虚
、
余

（
上
平
六
魚
）、
倶
、
蘇
（
上
平
七
虞
）、
魚
（
上
平
六
魚
）、
塗
、
図
（
上

平
七
虞
）。

　
　

古
風
な
詩　

徽
州
の
長
官
で
秘
書
省
正
字
の
洪
适
様
に
た
て
ま
つ

る 

二
首
（
そ
の
一
）

立
派
な
仙
人
は
俗
世
間
と
は
か
け
離
れ
た
場
所
で
暮
ら
し
て
お
り
、

そ
の
功
績
と
行
い
は
天
帝
の
住
む
都
に
ま
で
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

天
帝
は
仙
人
に
玉
の
お
札ふ

だ

を
授
け
て
不
老
長
寿
の
力
を
賜た
ま
わ

り
、

仙
人
は
雲
に
乗
っ
て
天
の
世
界
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

ニ
ワ
ト
リ
や
犬
た
ち
よ
、
お
前
た
ち
は
何
も
わ
か
っ
て
は
い
な
い
の
に
、

た
ま
た
ま
鼎か

な
え

に
残
っ
て
い
た
薬
の
余
り
を
な
め
た
と
こ
ろ
、

身
体
が
軽
く
な
っ
て
や
は
り
仙
と
な
っ
て
飛
び
去
り
、

強
い
風
が
そ
れ
に
伴
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

高
い
空
の
上
か
ら
昔
住
ん
で
い
た
場
所
を
見
お
ろ
し
て
み
る
と
、

は
る
か
遠
く
に
小
さ
く
な
っ
て
、
ま
る
で
積
み
上
げ
た
柴
草
の
よ
う
。

鳳
凰
や
麒
麟
が
こ
の
世
に
い
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
ず
っ
と
虫
や
魚
を
仲
間
と
し
て
生
き
て
参
り
ま
し
た
。

微
々
た
る
生
物
に
は
、
良
き
身
の
定
め
な
ど
あ
る
は
ず
も
な
い
の
に
、

ま
さ
し
く
こ
う
し
て
ぬ
か
る
み
の
道
に
別
れ
を
告
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

あ
あ
、
や
っ
と
時
が
来
た
の
で
す
ね
、
運
よ
く
あ
な
た
様
に
お
会
い
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
な
た
様
に
め
ぐ
り
会
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
本
当
に
天
の
良
き
は
か

ら
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

く
す
り
を 
の
ん
で 

い
ぬ
た
ち
も
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て
ん
に 

の
ぼ
れ
た 

そ
う
で
す
ね

　

あ
な
た
に 

あ
え
て 

わ
た
く
し
も

　

は
な
の 

み
や
こ
に 

の
ぼ
れ
そ
う

　

こ
の
詩
は
、
仙
人
の
世
界
を
う
た
う
「
遊
仙
詩
」
の
ス
タ
イ
ル
で
書
か

れ
て
い
る
。
や
や
長
い
が
、
全
体
は
四
句
ず
つ
四
つ
の
段
落
に
分
け
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。『
神
仙
伝
』
に
よ
れ
ば
、
漢
の
淮わ

い

南な
ん

王お
う

劉り
ゅ
う

安あ
ん

が
仙

人
と
な
っ
て
天
に
昇
っ
た
時
、
仙
薬
の
余
り
を
な
め
た
犬
や
ニ
ワ
ト
リ
た

ち
も
こ
と
ご
と
く
昇
天
し
た
と
い
う
。
こ
の
詩
は
こ
の
逸
話
を
ふ
ま
え
、

立
派
な
人
物
と
の
出
会
い
の
お
か
げ
で
自
分
も
苦
境
を
脱
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
感
謝
し
て
い
る
。
范
成
大
に
と
っ
て
洪
适
は
地
方
か
ら
都
へ
の
道

を
開
い
て
く
れ
た
大
恩
人
に
は
違
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
、
や
や

卑
屈
な
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

第
三
章　

都
で
の
日
　々

首
都
勤
務
時
代　

拾
遺

　
《
紹し

ょ
う

興こ
う

三
十
一
年
（
一
一
六
一
）
九
月
、
金
の
海
陵
王
の
軍
勢
が
大
挙

し
て
南
侵
す
る
。
迎
え
撃
つ
宋
軍
は
最
初
劣
勢
で
あ
っ
た
が
、
十
一
月
、

虞ぐ

允い
ん

文ぶ
ん

が
金
軍
を
采さ
い

石せ
き

磯き

で
破
る
と
、
勢
い
に
乗
じ
、
各
地
で
敵
を
撃
破

す
る
。
海
陵
王
は
裏
切
ら
れ
て
暗
殺
さ
れ
、
金
軍
は
北
に
撤
退
す
る
。
か

わ
っ
て
世せ

い

宗そ
う

が
即
位
す
る
が
、
な
お
し
ば
ら
く
緊
張
状
態
が
続
く
。

　

紹
興
三
十
二
年
（
一
一
六
二
）
春
、
范
成
大
は
行あ

ん

在ざ
い

所し
ょ

の
臨り
ん

安あ
ん

〔
浙
江

省
杭
州
〕
に
赴
任
す
る
。

　

紹
興
三
十
二
年
六
月
、
高こ
う

宗そ
う

は
前
年
の
戦
い
を
め
ぐ
っ
て
主
戦
派
と
主

和
派
の
意
見
が
対
立
し
収
拾
の
つ
か
な
く
な
っ
た
政
局
を
打
開
す
る
べ
く

退
位
し
、
孝こ

う

宗そ
う

（
在
位
一
一
六
二
〜
一
一
八
九
）
が
即
位
す
る
。
孝
宗
は

秦し
ん

檜か
い

を
重
く
用
い
た
先
代
の
高
宗
と
は
違
い
、
即
位
の
当
初
は
失
地
回
復

に
意
欲
的
で
あ
っ
た
。

　

隆り
ゅ
う

興こ
う

元
年
（
一
一
六
三
）
五
月
、
将
軍
張ち
ょ
う

浚し
ゅ
ん

に
よ
る
北
伐
が
始
ま
る
。

宋
軍
は
初
め
こ
そ
勢
い
よ
く
進
撃
す
る
が
、
宿し

ゅ
く

州し
ゅ
う

〔
安
徽
省
宿
州
〕
で
金

軍
に
大
敗
す
る
。
孝
宗
は
知
ら
せ
を
聞
く
と
た
ち
ま
ち
動
揺
し
、
六
月
に

は
「
己お

の
れ

を
罪
す
る
詔

み
こ
と
の
り

」
を
発
す
る
。
結
局
、
戦
い
は
う
や
む
や
の
う
ち

に
終
結
し
、
和
議
の
締
結
へ
と
方
針
が
転
換
さ
れ
る
。

　

隆
興
二
年
（
一
一
六
四
）
冬
、
宋
と
金
の
間
に
新
し
く
「
隆
興
の
和

議
」
が
成
立
す
る
。
新
し
い
和
議
で
は
、
紹
興
十
一
年
（
一
一
四
一
）
に

結
ば
れ
た
「
紹
興
の
和
議
」
よ
り
若
干
条
件
は
改
善
さ
れ
た
。
た
だ
し
国

境
は
「
紹
興
の
和
議
」
の
取
り
決
め
通
り
淮わ

い

河が

の
ま
ま
で
あ
る
。
と
も
あ

れ
こ
の
和
議
に
よ
り
両
国
間
の
緊
張
は
緩
和
さ
れ
、
平
和
が
実
現
す
る
。

　

こ
の
間
、
范
成
大
は
順
調
に
昇
進
を
重
ね
て
い
た
が
、
乾け

ん

道ど
う

二
年
（
一

一
六
六
）
三
月
、
昇
進
が
早
す
ぎ
る
と
ク
レ
ー
ム
が
つ
き
、
や
む
な
く
官

を
辞
し
、
祠し

禄ろ
く

（
恩
給
）
を
受
け
て
帰
郷
す
る
。》

　

次
の
詩
は
、
范
成
大
が
故
郷
に
帰
っ
て
い
た
時
期
の
作
で
あ
る
。

　

長
沙
王
墓
在

門
外　

孫
伯
符
。

　

長ち
ょ
う

沙さ

王お
う

の
墓　
し
ょ
う

門も
ん

の
外
に
在あ

り　

孫そ
ん

伯は
く

符ふ

な
り
。
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英
雄
轉
眼
逐
東
流　
　

英え
い

雄ゆ
う　

眼
を
転
じ
て
東と

う

流り
ゅ
う

を
逐お

う

百
戰
工
夫
土
一
坏　
　

百ひ
ゃ
く

戦せ
ん

の
工く

夫ふ
う　

土　

一い
っ

坏ぽ
う

蕎
麥
茫
茫
花
似
雪　
　

蕎き
ょ
う

麦ば
く　

茫ぼ
う

茫ぼ
う

と
し
て　

花　

雪
の
似ご

と

し

牧
童
吹
笛
上
高
丘　
　

牧ぼ
く

童ど
う　

笛
を
吹
き
て　

高こ
う

丘き
ゅ
う

に
上の
ぼ

る

〇
長
沙
王　

三
国
時
代
の
呉
の
孫そ
ん

策さ
く

、
字あ
ざ
な

は
伯は
く

符ふ

。
長ち
ょ
う

沙さ

桓か
ん

王お
う

と
諡お
く
り
な

さ

れ
た
。
〇

門　

蘇
州
城
の
西
北
に
あ
る
門
の
名
。
◯
転
眼　

ま
た
た
く

間
に
。
あ
っ
と
い
う
間
に
。
◯
逐
東
流　

東
へ
流
れ
る
川
の
水
を
追
い
か

け
る
。
む
な
し
く
世
を
去
る
こ
と
の
た
と
え
。
◯
工
夫　

物
事
を
成
し
遂

げ
る
の
に
費
や
し
た
精
力
と
時
間
。
◯
土
一
坏　

ひ
と
盛
り
の
土
。
こ
こ

で
は
墳
墓
を
さ
す
。
◯
花
似
雪　

唐
・
白
居
易
の
七
言
絶
句
「
村
夜
」
に

「
月　

明
ら
か
に
し
て 

蕎き
ょ
う

麦ば
く　

花　

雪
の
如ご

と

し
」
と
あ
る
。
◯
『
石
湖
』

巻
十
。
七
言
絶
句
。
韻
字
は
流
、
坏
、
丘
（
下
平
十
一
尤
）。

　
　

長ち
ょ
う

沙さ

王お
う

の
墓は

か　
し
ょ
う

門も
ん

の
外
側
に
あ
る　

 

孫そ
ん

策さ
く

の
こ
と
で
あ
る
。

英
雄
も
ま
た
た
く
間
に
、
東
に
流
れ
る
川
の
水
を
追
う
か
の
よ
う
に
世
を

去
り
、

数
々
の
戦
い
に
精
力
と
時
間
を
費
や
し
た
結
果
、
残
さ
れ
た
の
は
ひ
と
盛

り
の
土
ま
ん
じ
ゅ
う
。

蕎そ

ば麦
の
畑
が
ど
こ
ま
で
も
果
て
し
な
く
広
が
り
、
そ
の
花
は
ま
る
で
白
い

雪
の
よ
う
。

牧
童
が
笛
を
吹
き
な
が
ら
、
小
高
い
丘
の
上
に
登
っ
て
行
く
。

　

つ
わ
も
の 

す
で
に 

よ
を 

さ
っ
て

　

の
こ
さ
れ
た
の
は 

は
か 

ひ
と
つ

　

い
ち
め
ん 

し
ろ
い 

そ
ば
の 

は
な

　

ぼ
く
ど
う 

の
ぼ
る 

お
か
の 

う
え

　

孫
策
は
『
三
国
志
』
に
そ
の
名
の
見
え
る
人
物
で
、
呉
の
大
帝
孫
権
の

兄
。
野
戦
の
英
雄
で
「
江
東
の
小
覇
王
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
か
つ
て
殺
し

た
敵
の
部
下
に
襲
わ
れ
、
二
十
六
歳
で
非
業
の
死
を
遂
げ
た
（『
三
国
志

演
義
』
で
は
于う

吉き
つ

の
た
た
り
で
死
ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）。
そ
れ
に

し
て
も
、
諸
葛
孔
明
や
周
瑜
を
う
た
う
詩
は
数
多
い
が
、
孫
策
を
う
た
う

詩
は
珍
し
い
。
な
お
こ
の
詩
は
前
野
直
彬
氏
の
『
宋
・
元
・
明
・
清
詩

集
』（
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

次
の
詩
は
、
于
北
山
氏
に
よ
れ
ば
乾
道
八
年
（
一
一
七
二
）、
四
十
七

歳
の
時
の
作
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
使
金
の
後
、
桂
林
赴
任
以
前
の
故

郷
で
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、『
詩
集
』
の
順
序
に
従
う
。
拙
著
で

紹
介
し
た
「
王
建
に
效な

ら

う
」
と
自
ら
注
す
る
楽
府
詩
四
首
と
同
系
統
の
作

で
あ
る
。

　

刈
麥
行　
　
　
　
　

刈が
い

麦ば
く

行こ
う

梅
花
開
時
我
種
麥　
　

梅ば
い

花か　

開
く
時　

我　

麦
を
種う

え

桃
李
花
飛
麥
叢
碧　
　

桃と
う

李り　

花　

飛
び　

麦ば
く

叢そ
う　

碧み
ど
り

な
り

多
病
經
旬
不
出
門　
　

多た

病び
ょ
う　

旬
を
経ふ

る
も
門
を
出い

で
ざ
れ
ば
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東
陂
已
作
黄
雲
色　
　

東
陂　

已す
で

に
黄こ

う

雲う
ん

の
色
と
作な

る

腰

刈
熟
趁
晴
歸　
　

腰
の
か
ま

も
て
熟
を
刈
り　

晴
れ
に
趁お

も
む

き
て
帰
る

明
朝
雨
來
麥
沾
泥　
　

明み
ょ
う

朝ち
ょ
う　

雨　

来
た
ら
ば　

麦　

泥
に
沾う

る
お

わ
ん

犂
田
待
雨
挿
晩
稻　
　

田で
ん

を
犂す

き　

雨
を
待
ち
て
晩ば

ん

稲と
う

を
挿
す

朝
出
移
秧
夜
食
麨　
　

朝あ
し
た

は
出い

で
て
秧な
え

を
移
し　

夜
は
麨
む
ぎ
こ
が
し

を
食
ら
う

◯
東
陂　

東
の
岡
。
◯
熟　

み
の
っ
た
小
麦
。
◯
趁　

機
会
に
乗
じ
る
。

◯
移
秧　

田
植
え
。
◯
麨　

む
ぎ
こ
が
し
。
麦
を
煎
り
、
碾ひ

い
て
粉
に
し

た
も
の
。
◯
『
詩
集
』
巻
十
一
。
七
言
古
詩
。
韻
字
は
麦
、
碧
（
入
声
十

一
陌
）、
色
（
入
声
十
三
職
）、
帰
（
上
平
五
微
）、
泥
（
上
平
八
斉
）、
稲

（
上
声
十
九
皓
）、
麨
（
上
声
十
七
篠
）。

　
　

麦
刈
り
の
う
た

梅
の
花
が
咲
く
頃
に
麦
を
植
え
、

桃
や
ス
モ
モ
の
花
が
散
る
頃
に
は
、
畑
の
麦
は
青
々
と
茂
っ
て
い
る
。

病
気
が
ち
の
た
め
、
十
日
以
上
も
門
か
ら
出
ず
に
い
た
と
こ
ろ
、

そ
の
間
に
、
東
の
岡
は
す
で
に
黄
色
い
雲
の
よ
う
な
色
に
な
っ
て
い
た
。

腰
に
つ
け
た
鎌
で
熟
し
た
麦
を
刈
り
取
り
、
空
が
晴
れ
て
い
る
う
ち
に
家

に
帰
る
。

明
日
の
朝
、
雨
が
降
れ
ば
、
麦
は
泥
に
ま
み
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

畑
を
犂
で
耕
し
、
雨
が
降
る
の
を
待
っ
て
晩
稲
を
植
え
る
。

朝
に
は
出
か
け
て
田
植
え
を
し
、
夜
に
は
麦
こ
が
し
を
食
べ
る
。

　

う
め
の 

さ
く 

こ
ろ 

う
え
た 

む
ぎ

　

も
も
の 

ち
る 

こ
ろ 

あ
お
く 

な
り

　

と
お
か
も 

い
え
を 

で
ぬ 

う
ち
に

　

ひ
が
し
の 

お
か
は 

こ
が
ね
い
ろ

　

麦
の
収
穫
が
終
わ
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
今
度
は
田
植
え
。
農
家
は
休
む

暇
も
な
い
。

　
《
乾け

ん

道ど
う

三
年
（
一
一
六
七
）
十
二
月
、
范
成
大
は
処し

ょ

州し
ゅ
う

〔
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

麗れ
い

水す
い

〕
の
知
事
に
任
命
さ
れ
、
乾
道
四
年
（
一
一
六
八
）
八
月
に
着
任
。
乾

道
五
年
（
一
一
六
九
）
五
月
、
臨
安
〔
杭
州
〕
に
復
帰
す
る
。

　

乾
道
六
年
（
一
一
七
〇
）
閏う

る
う

五
月
、
范
成
大
は
孝こ
う

宗そ
う

の
命
令
に
よ
り
、

南
宋
の
臨
時
の
使
者
と
し
て
金
に
赴
き
、
困
難
な
外
交
交
渉
に
あ
た
る
こ

と
に
な
る
。
使
命
は
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
「
靖
康
の
変
」
以
来
金
に
占

領
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
北
宋
歴
代
皇
帝
の
陵
墓
の
地
の
返
還
を
要

求
す
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
宋
の
皇
帝
が
金
の
国
書
を
受
け
取
る
際
の

儀
礼
の
改
善
を
要
求
す
る
こ
と
。
い
ず
れ
も
大
変
な
難
題
で
あ
る
。
范
成

大
は
、
決
死
の
覚
悟
で
金
の
中ち

ゅ
う

都と

〔
北
京
〕
に
向
か
う
（『
攬ら
ん

轡ぴ

録ろ
く

』
の

旅
）。
時
に
四
十
五
歳
。
結
局
、
范
成
大
は
二
つ
と
も
所
期
の
目
的
を
達

成
で
き
な
か
っ
た
が
、
金
側
の
高
圧
的
な
姿
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
毅
然
と

し
た
態
度
を
堅
持
し
、
使
命
を
辱は

ず
か
し

め
な
か
っ
た
。》

　

初
稿
は
こ
の
時
の
道
中
で
書
か
れ
た
七
言
絶
句
の
連
作
七
十
二
首
（
い
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わ
ゆ
る
「
使
金
絶
句
」）
の
う
ち
四
首
を
収
録
し
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち

次
の
詩
を
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
し
た
。

　

宜
春
宛　

在
舊
宋
門
外
、
俗
名
東
御
園
。　

　

宜ぎ

春し
ゅ
ん

苑え
ん　

旧も
と

の
宋そ
う

門も
ん

の
外
に
在あ

り
、
俗
に
東と
う

御ぎ
ょ

園え
ん

と
名
づ
く
。

狐
塚
獾
蹊
滿
路
隅　
　

狐こ

塚ち
ょ
う　

獾か
ん

蹊け
い　

路ろ

隅ぐ
う

に
満み

つ
る
も

行
人
猶
作
御
園
呼　
　

行こ
う

人じ
ん　

猶
お
御ぎ

ょ

園え
ん

の
呼こ

を
作な

す

連
昌
尚
有
花
臨
砌　
　

連れ
ん

昌し
ょ
う　

尚な

お
花
の
砌み

ぎ
り

に
臨の

ぞ

む
有
り

腸
斷
宜
春
寸
草
無　
　

腸ち
ょ
う

断だ
ん

す　

宜ぎ

春し
ゅ
ん

は
寸す
ん

草そ
う

す
ら
無
し

◯
宜
春
苑　

北
宋
時
代
の
離
宮
の
名
。

べ
ん

京け
い

の
東
門
の
外
に
あ
る
。
○
旧

宋
門　

京
の
内
城
の
東
側
に
あ
り
、
麗れ
い

景け
い

門も
ん

と
も
い
う
。
◯
狐
塚　

キ

ツ
ネ
の
住
む
墓
。
◯
獾
蹊　

イ
ノ
シ
シ
の
通
る
小
道
。
◯
路
隅　

道
ば

た
。
路
傍
。
◯
行
人　

旅
人
。
○
連
昌　

唐
代
の
宮
殿
の
名
。
唐
・
元げ

ん

稹じ
ん

に
七
言
古
詩
「
連れ

ん

昌し
ょ
う

宮き
ゅ
う

詞し

」
が
あ
り
、
安あ

ん

禄ろ
く

山ざ
ん

の
乱
後
の
宮
殿
の
荒
廃
を

う
た
う
。
◯
花
臨
砌　

前
出
「
連
昌
宮
詞
」
に
「
上じ

ょ
う

皇こ
う　

偏ひ
と
え

に
愛
す　

砌み
ぎ
り

に
臨
む
花
、
依
然
と
し
て　

御ぎ
ょ

榻と
う　

階
に
臨
ん
で
斜
め
な
り
」
と
あ
る
。

◯
腸
断　

断
腸
に
同
じ
。
悲
し
み
の
あ
ま
り
は
ら
わ
た
が
断
ち
切
れ
る
。

◯
寸
草　

短
い
草
。
ま
た
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
草
。
◯
『
石
湖
』
巻
十

二
。
七
言
絶
句
。
韻
字
は
隅
、
呼
、
無
（
上
平
七
虞
）。

　

宜
春
苑　

  

か
つ
て
の
宋
門
の
外
側
に
あ
り
、
俗
に
「
東と

う

御ぎ
ょ

園え
ん

」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

キ
ツ
ネ
の
住
む
墓
や
イ
ノ
シ
シ
の
通
る
小
道
が
道
ば
た
に
た
く
さ
ん
あ
る

の
に
、

道
行
く
人
は
、
今
も
な
お
こ
の
場
所
を
「
御ぎ
ょ

園え
ん

」
と
呼
ん
で
い
る
。

あ
あ
、
唐
の
連
昌
宮
は
安
禄
山
の
乱
で
荒
れ
果
て
て
も
石
段
に
臨
ん
で
咲

く
花
が
あ
っ
た
と
い
う
の
に
、

何
と
悲
し
い
こ
と
か
、
宜
春
宛
に
は
わ
ず
か
ば
か
り
の
草
す
ら
生
え
て
い

な
い
と
は
。

　

け
も
の
の 

と
お
る 

こ
の 

ば
し
ょ
が

　

い
ま
も 

ぎ
ょ
え
ん
と 

よ
ば
れ
て
る

　

レ
ン
シ
ョ
ウ 

ま
だ
し
も 

は
な
が 

あ
る

　

あ
わ
れ 

ギ
シ
ュ
ン
は 

く
さ
も 

な
し

　

こ
の
詩
は
連
作
の
第
十
一
首
。
八
月
二
十
日
、
范
成
大
は
北
宋
の
旧
都

べ
ん

京け
い

〔
河
南
省
開
封
〕
の
近
く
ま
で
来
た
所
で
、
こ
の
詩
を
書
い
て
い

る
。
ち
な
み
に
『
攬ら
ん

轡ぴ

録ろ
く

』
に
は
「
丁て
い

卯ぼ
う

、
東と
う

御ぎ
ょ

園え
ん

を
過よ

ぎ
る
。
即す
な
わ

ち
宜ぎ

春し
ゅ
ん

苑え
ん

な
り
。
頽た
い

垣え
ん

荒こ
う

草そ
う

の
み
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
「
荒
草
」

と
あ
る
か
ら
、
草
一
本
生
え
て
い
な
い
と
い
う
の
は
詩
的
な
誇
張
で
あ
ろ

う
。
な
お
こ
の
詩
は
佐
藤
保
氏
の
『
中
国
の
名
詩
鑑
賞
８
宋
詩
附
金
』

（
明
治
書
院
、
一
九
七
八
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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第
四
章　

旅
か
ら
旅
へ　

地
方
長
官
歴
任
時
代　

拾
遺

　
《
乾
道
七
年
（
一
一
七
一
）
八
月
、
范
成
大
は
知ち

静せ
い

江こ
う

府ふ

広こ
う

西せ
い

経け
い

略り
ゃ
く

安あ
ん

撫ぶ

使し

に
任
命
さ
れ
、
ひ
と
ま
ず
故
郷
に
帰
る
。
乾
道
八
年
（
一
一
七
二
）

十
二
月
、
范
成
大
は
平へ
い

江こ
う

〔
蘇
州
〕
を
出
発
し
、
静せ
い

江こ
う

〔
広
西
壮
族
自
治

区
桂
林
〕
に
向
か
う
（『
驂さ
ん

鸞ら
ん

録ろ
く

』
の
旅
）。
乾
道
九
年
（
一
一
七
三
）
三

月
、
范
成
大
は
静
江
に
着
任
す
る
。

　

淳じ
ゅ
ん

熙き

元
年
（
一
一
七
四
）
十
月
、
范
成
大
は
新
た
に
敷ふ

文ぶ
ん

閣か
く

待た
い

制せ
い

、
四し

川せ
ん

制せ
い

置ち

使し

兼
知ち

成せ
い

都と

府ふ

に
任
命
さ
れ
、
淳
熙
二
年
（
一
一
七
五
）
正
月
、

静
江
を
出
発
し
、
成
都
〔
四
川
省
成
都
〕
に
向
か
う
。》

　

次
は
、
成
都
に
向
か
う
旅
の
途
中
の
作
で
あ
る
。

　

州
竹
枝
歌
九
首　
　

き

州し
ゅ
う

の
竹ち
く

枝し

の
歌 

九
首
（
其
の
三
）

新
城
果
園
連
瀼
西　
　

新し
ん

城じ
ょ
う

の
果か

園え
ん　

瀼じ
ょ
う

西せ
い

に
連つ

ら

な
り

枇
杷
壓
枝
杏
子
肥　
　

枇び

杷わ　

枝え
だ

を
圧あ

っ

し　

杏あ
ん

子ず　

肥こ

え
た
り

半
靑
半
黃
朝
出
賣　
　

半な
か

ば
青
く
半な
か

ば
黄
な
る
を
朝あ
し
た

に
出い

で
て
売
り

日
午
買
盬
沽
酒
歸　
　

日に
ち

午ご　

塩し
お

を
買か

い　

酒さ
け

を
沽か

い
て
帰
る

〇

州　

現
在
の
重
慶
市
奉ほ
う

節せ
つ

。
〇
竹
枝　

本
来
は
楽が

府ふ

の
題
名
。
地
方

色
豊
か
な
民
謡
風
の
詩
。
◯
新
城　

新
し
い
町
。
◯
果
園　

果
樹
園
。
◯

瀼
西　

地
名
。
瀼じ
ょ
う

水す
い

の
西
。
◯
日
午　

昼
。
◯
『
石
湖
』
巻
十
六
。
七
言

絶
句
。
韻
字
は
西
（
上
平
八
斉
）、
肥
、
帰
（
上
平
五
微
）。

　
き

州し
ゅ
う

の
民
の
歌 

九
首
（
そ
の
三
）

新
し
い
町
の
果
樹
園
は
瀼じ
ょ
う

西せ
い

ま
で
連
な
っ
て
お
り
、

ビ
ワ
は
枝
も
た
わ
わ
に
、
ア
ン
ズ
の
実
は
丸
々
と
し
て
い
る
。

半な
か

ば
ま
だ
青
く
、
半
ば
黄
色
く
熟
し
た
実
を
朝
早
く
売
り
に
出
か
け
、

昼
頃
に
は
塩
と
酒
を
買
っ
て
帰
っ
て
来
る
。

　

く
だ
も
の 

ば
た
け 

ど
こ
ま
で
も

　

え
だ
も 

た
わ
わ
な 

び
わ 

あ
ん
ず

　

と
れ
た
て
の 

み
を 

う
り
に 

ゆ
き

　

か
っ
て 

か
え
る
は 

し
お
と 

さ
け

　

州
は
長
江
の
ほ
と
り
の
町
で
、
か
つ
て
唐
の
杜
甫
が
こ
こ
に
身
を
寄

せ
た
。
の
み
な
ら
ず
、

州
で
は
杜
甫
は
瀼じ

ょ
う

西せ
い

に
住
み
、
果
樹
園
や
菜
園

を
営
ん
で
も
い
る
。
范
成
大
も
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
詩
を
作
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
杜
甫
に
は
七
言
絶
句
の
連
作
「

州
歌
十
絶
句
」

が
あ
る
。

　
《
淳
熙
二
年
六
月
七
日
、
半
年
に
近
い
長
旅
の
末
、
范
成
大
は
成
都
に

到
着
す
る
。
着
任
し
た
范
成
大
は
、
近
く
の
町
に
い
た
陸
游
を
元
同
僚
の

よ
し
み
で
成
都
に
招
き
、
自
分
の
参さ

ん

議ぎ

官か
ん

（
幕
僚
）
と
し
た
。
し
か
し
淳

熙
三
年
三
月
、
陸
游
は
参
議
官
を
辞
任
し
、
ほ
ど
な
く
祠し

禄ろ
く

（
恩
給
）
を
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受
け
、
范
成
大
の
「
賓
客
」
と
な
る
。
范
成
大
は
陸
游
を
文
学
の
友
人
と

し
て
遇
し
、
仕
事
の
合
間
に
盛
ん
に
詩
歌
の
応
酬
を
行
っ
て
い
る
。

　

淳
熙
四
年
（
一
一
七
七
）
春
、
范
成
大
は
大
病
を
わ
ず
ら
い
辞
任
を
願

い
出
る
。
五
月
末
、
范
成
大
は
成
都
を
出
発
し
、
帰
郷
の
途
に
つ
く

（『
呉ご

船せ
ん

録ろ
く

』
の
旅
）。

　

六
月
十
四
日
、
范
成
大
は
見
送
り
の
一
行
と
共
に
眉び

州し
ゅ
う

〔
四
川
省
眉

山
〕
の
慈じ

姥ぼ

岩が
ん

に
至
る
。
こ
こ
に
范
成
大
の
船
が
停
泊
し
て
い
た
。
翌
十

五
日
、
范
成
大
は
見
送
り
客
た
ち
と
共
に
岩
の
下
で
送
別
の
酒
宴
を
催

す
。
参
加
者
た
ち
は
思
い
思
い
に
詩
を
作
り
、
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。
陸
游

も
そ
の
中
に
い
る
。》

　

次
の
詩
は
、
こ
の
時
の
送
別
の
宴
席
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

次
韻
陸
務
觀
慈
姥
巖
酌
別
二
絶 

陸り
く

務む

観か
ん

の
慈じ

姥ぼ

岩が
ん

酌し
ゃ
く

別べ
つ

二に

絶ぜ
つ

に
次じ

韻い
ん

す
（
其
の
一
）

送
我
彌
旬
未
忍
回　
　

我
を
送
り
て
旬し

ゅ
ん

に
弥わ

た

る
も　

未い
ま

だ
回か

え

る
に
忍し

の

び
ず

可
憐
蕭
索
把
離
杯　
　

憐あ
わ

れ
む
べ
し　

蕭し
ょ
う

索さ
く

と
し
て
離り

杯は
い

を
把と

る

不
辭
更
宿
中
巖
下　
　

辞じ

せ
ず　

更さ
ら

に
中ち
ゅ
う

岩が
ん

の
下
に
宿や
ど

る
を

投
老
餘
年
豈
再
來　
　

投と
う

老ろ
う　

余よ

年ね
ん　

豈あ

に
再ふ
た
た

び
来
た
ら
ん
や

◯
次
韻　

相
手
の
詩
と
同
じ
韻
字
を
用
い
て
応
酬
の
詩
を
作
る
。
◯
陸
務

観　

陸り
く

游ゆ
う

、
字あ
ざ
な

は
務む

観か
ん

。
南
宋
の
代
表
的
な
詩
人
。
◯
弥
旬　

十
日
を
超

え
る
。
◯
蕭
索　

し
ん
み
り
し
て
さ
び
し
い
。
◯
離
杯　

別
れ
の
さ
か
ず

き
。
◯
中
岩　

地
名
。
慈
姥
岩
は
中
岩
に
あ
る
。
◯
投
老　

老
境
に
入

る
。
◯
『
石
湖
』
巻
十
八
。
七
言
絶
句
。
韻
字
は
回
、
杯
、
来
（
上
平
十

灰
）。

　
　

陸り
く

務む

観か
ん

の
「
慈じ

姥ぼ

岩が
ん

で
酒
を
酌く

み
交か

わ
し
別
れ
る
絶
句
二
首
」
に
次

韻
す
る
（
そ
の
一
）

私
を
見
送
る
道
中
は
も
う
十
日
を
超こ

え
て
い
る
の
に
、
い
ま
だ
に
立
ち
去

り
か
ね
て
い
る
。

何
と
も
気
の
毒
な
こ
と
に
、
し
ん
み
り
と
別
れ
の
杯
を
手
に
し
て
い
る
。

よ
し
、
中
岩
の
下
で
も
う
一
晩
、
共
に
過
ご
そ
う
で
は
な
い
か
。

す
で
に
老
境
に
入
り
、
残
り
の
人
生
、
も
う
二
度
と
こ
こ
へ
来
る
こ
と
も

な
い
だ
ろ
う
か
ら
。

　

み
お
く
り
の 

た
び 

は
や 

と
お
か

　

わ
か
れ
の 

さ
け
を 

し
ん
み
り
と

　

こ
こ
で 

す
ご
そ
う 

あ
と 

い
ち
や

　

ま
た 

く
る
こ
と
も 

な
か
ろ
か
ら

　
《
六
月
十
六
日
、
范
成
大
と
陸
游
は
つ
い
に
袂
を
分
か
つ
。
こ
の
後
、

二
人
は
二
度
と
親
密
な
交
流
の
機
会
を
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
陸
游
と

別
れ
た
范
成
大
は
、
峨が

眉び

山さ
ん

を
遊
覧
し
た
後
、
岷び
ん

江こ
う

そ
れ
か
ら
長ち
ょ
う

江こ
う

を
下

り
、
一
路
平へ
い

江こ
う

〔
蘇
州
〕
を
目
指
す
。
十
月
三
日
、
范
成
大
は
平
江
〔
蘇



（17）

愛知大学　言語と文化　No. 41

224

州
〕
の
盤ば

ん

門も
ん

に
到
着
し
、『
呉
船
録
』
の
旅
は
終
わ
り
を
告
げ
る
。

　

同
年
十
一
月
、
范
成
大
は
臨
安
〔
杭
州
〕
に
赴
き
、
権ご
ん

礼れ
い

部ぶ

尚し
ょ
う

書し
ょ

と
な

る
。
翌
淳
熙
五
年
（
一
一
七
八
）
四
月
、
范
成
大
は
副
宰
相
に
あ
た
る
参さ
ん

知ち

政せ
い

事じ

に
任
命
さ
れ
る
。
し
か
し
弾
劾
さ
れ
、
わ
ず
か
二
ヶ
月
で
辞
任

し
、
祠
禄
を
受
け
て
帰
郷
す
る
。
范
成
大
は
、
こ
の
後
し
ば
ら
く
故
郷
で

過
ご
す
。

　

淳
熙
七
年
（
一
一
八
〇
）
二
月
、
范
成
大
は
知ち

明め
い

州し
ゅ
う

兼
沿え

ん

海か
い

制せ
い

置ち

使し

に

任
命
さ
れ
、
明め

い

州し
ゅ
う

〔
浙
江
省
寧
波
〕
に
赴
任
す
る
。
淳
熙
八
年
（
一
一
八

一
）
三
月
、
范
成
大
は
知ち

建け
ん

康こ
う

府ふ

兼
行あ

ん

宮ぐ
う

留り
ゅ
う

守し
ゅ

に
任
命
さ
れ
、
四
月
、
建け

ん

康こ
う

〔
江
蘇
省
南
京
〕
に
着
任
す
る
。》

第
五
章　

隠
棲
と
療
養
の
日
　々

晩
年　

拾
遺

　
《
淳
熙
十
年
（
一
一
八
三
）
四
月
、
范
成
大
は
疲
労
が
蓄
積
し
て
重
病

に
な
り
、
再
三
辞
任
を
願
い
出
る
。
八
月
三
十
日
、
范
成
大
は
建
康
〔
南

京
〕
を
離
任
し
て
平
江
〔
蘇
州
〕
に
帰
郷
。
こ
れ
以
後
、
世
を
去
る
ま
で

の
約
十
年
間
ほ
と
ん
ど
故
郷
を
離
れ
ず
、
療
養
生
活
を
送
り
な
が
ら
晩
年

を
過
ご
す
。》

　

次
の
連
作
は
、
拙
著
所
収
の
六
言
絶
句
「
甲
辰
の
人
日　

病
中
に
て
六

言
六
首
を
吟
じ
以
て
自
ら
嘲
る
」
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
す
な
わ
ち
淳
熙
十
一

年
（
一
一
八
四
）
頃
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。

　

曉
枕
三
首　
　
　

暁ぎ
ょ
う

枕ち
ん　

三
首

湯
聽
成
萬
籟　
　

湯
を
煮　

聴
き
て
万ば
ん

籟ら
い

と
成
し

添
被
知
是
五
更　
　

被ひ

を
添
え
て　

知
る　

是
れ
五ご

更こ
う

な
り
と

陸
續
滿
城
鐘
動　
　

陸り
く

続ぞ
く

と
し
て　

満ま
ん

城じ
ょ
う　

鐘　

動
き

須
臾
後
巷
雞
鳴　
　

須し
ゅ

臾ゆ

に
し
て　

後こ
う

巷こ
う　

鶏　

鳴
く

臥
聞
赤
脚
鼾
息　
　

臥ふ

し
て
赤せ

っ

脚き
ゃ
く

の
鼾か

ん

息そ
く

を
聞
く

樂
哉
栩
栩

　
　

楽
し
き
哉か

な　

栩く

栩く

た
り　

き
ょ
き
ょ

た
り

病
夫
心
口
相
語　
　

病び
ょ
う

夫ふ　

心し
ん

口こ
う　

相あ

い
語か
た

る

何
日
佳
眠
似
渠　
　

何い
ず

れ
の
日
か 

佳か

眠み
ん

す
る
こ
と
渠か
れ

の
似ご
と

く
な
ら
ん
と

舒
慘
常
隨
天
氣　
　

舒じ
ょ

惨さ
ん　

常
に
天
気
に
随し
た
が

う

關
心
窗
暗
窗
明　
　

心
に
関
す　

窓
の
暗
き
と
窓
の
明
る
き
と
を

日
晏
扶
頭
未
起　
　

日に
ち

晏あ
ん　

頭こ
う
べ

を
扶た

す

け
て
未い

ま

だ
起
き
ず

喚
人
先
問
陰
晴　
　

人
を
喚よ

び　

先ま

ず
陰い

ん

晴せ
い

を
問
う

◯
煮
湯　

薬
湯
を
煮
る
。
◯
万
籟　

天
地
万
物
の
鳴
り
響
く
音
。
◯
被　

か
け
ぶ
と
ん
。
◯
五
更　

夜
明
け
。
◯
陸
続　

連
続
す
る
さ
ま
。
◯
満
城　

街
中
。
◯
須
臾　

わ
ず
か
な
時
間
。
◯
後
巷　

路
地
裏
。
◯
赤
脚　

召
し

使
い
の
女
性
。
◯
鼾
息　

い
び
き
。
寝
息
。
◯
栩
栩

　
『
荘そ

う

子じ

』
の

「
斉せ
い

物ぶ
つ

論ろ
ん

」
に
「
昔む
か
し者　

荘そ
う

周し
ゅ
う 

夢ゆ
め

に
胡こ

蝶ち
ょ
う

と
為な

る
。
栩く

栩く

然ぜ
ん

と
し
て
胡
蝶

な
り
。
…
…
俄が

然ぜ
ん

と
し
て
覚さ

む
れ
ば
、
則す
な
わ

ち
き
ょ
き
ょ

然ぜ
ん

と
し
て
周
な
り
」
と
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あ
る
。
本
来
「
栩く

栩く

」
は
楽
し
む
さ
ま
、「

き
ょ
き
ょ

」
は
形
あ
る
さ
ま
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
意
味
の
区
別
は
な
く
、
四
字
全
体
で
楽
し
く
夢
を

見
て
い
る
さ
ま
を
い
う
。
◯
病
夫　

病
気
の
男
。
作
者
自
身
を
さ
す
。
◯

心
口
相
語　

心
と
口
が
語
り
あ
う
。
自
問
自
答
す
る
。
◯
渠　

召
使
い
の

女
性
を
さ
す
。
◯
舒
惨　
「
舒
」
は
、
体
の
調
子
が
良
い
こ
と
。「
惨
」

は
、
悪
い
こ
と
。
◯
日
晏　

日
が
高
く
昇
る
。
◯
扶
頭　

床
に
臥
す
。
◯

陰
晴　

く
も
り
か
晴
れ
か
。
空
模
様
。
◯
『
石
湖
』
巻
二
十
三
。
六
言
絶

句
。
韻
字
は
其
一
が
更
、
鳴
（
下
平
八
庚
）、
其
二
が

、
渠
（
上
平
六

魚
）。
其
三
が
明
、
晴
（
下
平
八
庚
）。

　
　

明
け
方 

寝
床
の
中
で
作
っ
た
詩 
三
首

薬
湯
を
ぐ
つ
ぐ
つ
煮
、
そ
の
音
を
聴
い
て
天
地
万
物
の
鳴
り
響
く
音
を
想

像
し
、

か
け
ぶ
と
ん
を
一
枚
添
え
て
、
時
刻
が
も
う
夜
明
け
だ
と
気
づ
く
。

続
け
ざ
ま
に
街
中
の
鐘
の
音
が
鳴
り
響
き
、

そ
れ
か
ら
わ
ず
か
な
時
間
が
経
っ
て
、
路
地
裏
で
鶏
が
鳴
く
。

横
に
な
っ
て
召
し
使
い
の
女
の
い
び
き
を
聞
い
て
い
る
。

あ
あ
何
と
も
楽
し
そ
う
に
、
ぐ
う
ぐ
う
、
す
や
す
や
。

病
気
の
私
は
、
思
わ
ず
自
問
自
答
す
る
。

い
つ
に
な
っ
た
ら
、
彼
女
の
よ
う
に
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
、
と
。

体
調
が
良
い
か
悪
い
か
は
、
い
つ
も
お
天
気
次
第
。

窓
の
外
が
明
る
い
か
暗
い
か
を
、
気
に
か
け
て
い
る
。

日
が
高
く
昇
っ
て
も
、
床と

こ

に
臥ふ

し
た
ま
ま
起
き
よ
う
と
し
な
い
。

人
を
呼
ん
で
、
ま
っ
先
に
空
模
様
を
た
ず
ね
る
。

　

ゆ
を 

わ
か
す 

お
と　

ぐ
つ
ぐ
つ
と

　

ふ
と
ん
の 

な
か
で　

よ
あ
け 

し
る

　

ま
ち
じ
ゅ
う
の 

か
ね　

な
り
ひ
び
き

　

ろ
じ
か
ら 

き
こ
え
る　

と
り
の 

こ
え

　

め
い
ど
の 

い
び
き 

き
い
て
い
る

　

あ
あ 

た
の
し
そ
う 

ぐ
う 

ぐ
う 

ぐ
う

　

び
ょ
う
き
の 

わ
し
も 

い
つ
の 

ひ
か

　

お
ぬ
し
の 

よ
う
に 

ね
て
み
た
い

　

か
ら
だ
の 

ち
ょ
う
し 

お
て
ん
き
し
だ
い

　

い
つ
も 

き
に
な
る 

ま
ど
の 

そ
と

　

ひ
が 

の
ぼ
っ
て
も 

ね
た
ま
ま
で

　

ま
ず 

そ
ら
も
よ
う 

た
し
か
め
る

　

次
の
詩
は
、
淳
熙
十
四
年
（
一
一
八
七
）
頃
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。
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夜
雨　
　
　
　
　
　

夜や

雨う

燭
花
垂
穂
伴
空
齋 

燭し
ょ
く

花か　

穂ほ

を
垂た

れ　

空く
う

斎さ
い

に
伴と
も
な

う

心
事
如
灰
入
壯
懷 

心し
ん

事じ　

灰は
い

の
如ご
と

く　

壮そ
う

懐か
い

に
入い

る

老
倦
更
闌
惟
熟
睡 

老お

い
倦う

み　

更こ
う　

闌た
け
な
わ

に
し
て　

惟た

だ
熟じ
ゅ
く

睡す
い

せ
ん

と
す

任
他
疎
雨
滴
空

 
任ま

か

せ
ん　

他か

の
疎そ

雨う

の
空く

う

階か
い

に
滴し

た
た

る
に

◯
燭
花
垂
穂　

ロ
ウ
ソ
ク
の
明
か
り
が
光
る
さ
ま
。
◯
空
斎　

自
分
以
外

に
は
誰
も
い
な
い
が
ら
ん
と
し
た
書
斎
。
◯
心
事　

心
に
思
う
事
。
◯
如

灰　

心
が
燃
え
尽
き
て
、
ま
る
で
灰
の
よ
う
で
あ
る
。
◯
壮
懐　

若
く
元

気
な
頃
の
思
い
。
◯
老
倦　

年
を
と
り
、
何
を
す
る
の
も
面
倒
く
さ
い
。

◯
更
闌　

真
夜
中
を
過
ぎ
、
明
け
方
に
近
づ
く
。
◯
疎
雨
滴
空
階　

南
朝

梁
・
何か

遜そ
ん

の
「
行
く
に
臨
み　

故こ

遊ゆ
う

と
夜
に
別
る
」
詩
に
「
夜や

雨う　

空く
う

階か
い

に
滴し

た
た

る
」
と
あ
る
。「
疎
雨
」
は
、
ま
ば
ら
な
雨
。「
空
階
」
は
、
人
の
い

な
い
階
段
。
◯
『
石
湖
』
巻
二
十
八
。
七
言
絶
句
。
韻
字
は
斎
、
懐
、
階

（
上
平
九
佳
）。

　
　

夜
の
雨

ロ
ウ
ソ
ク
の
明
か
り
が
寂
し
く
と
も
り
、
が
ら
ん
と
し
た
書
斎
で
一
人
過

ご
す
私
の
供
を
し
て
い
る
。

心
に
思
う
事
は
ま
る
で
燃
え
尽
き
た
灰
の
よ
う
。
そ
れ
が
、
若
く
元
気
な

頃
の
思
い
に
入
り
込
ん
で
来
る
。

年
老
い
て
何
事
も
面
倒
に
な
り
、
時
刻
は
明
け
方
に
近
く
、
た
だ
ぐ
っ
す

り
眠
り
た
い
と
思
う
ば
か
り
。

あ
の
ま
ば
ら
な
雨
が
、
人
の
い
な
い
階
段
に
し
た
た
り
落
ち
る
の
に
ま
か

せ
て
お
こ
う
。

　

ろ
う
そ
く 

と
も
る 

へ
や
の 

な
か

　

こ
こ
ろ
は 

ま
る
で 

は
い
の
よ
う

　

た
だ 

ぐ
っ
す
り
と 

ね
む
り
た
い

　

あ
ま
だ
れ
の 

お
と 

き
き
な
が
ら

　

詩
人
は
、
夜
遅
く
ま
で
書
斎
で
書
き
物
で
も
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
あ
る
い
は
物
思
い
に
ふ
け
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
深
夜
を
過

ぎ
、
明
け
方
近
く
な
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
睡
魔
に
襲
わ
れ
る
。
外
は
、
夜

通
し
降
り
続
け
る
雨
の
音
。
病
中
の
作
と
は
限
ら
な
い
が
、
晩
年
の
范
成

大
の
心
象
風
景
を
伝
え
る
作
品
で
あ
る
。
陸
游
に
も
夜
雨
を
主
題
と
す
る

七
言
絶
句
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
読
み
比
べ
て
み
る
の
も
面
白
い
。

　
《
淳
熙
十
五
年
（
一
一
八
八
）
十
一
月
、
范
成
大
は
知
福
州
に
任
命
さ

れ
、
翌
淳
熙
十
六
年
（
一
一
八
九
）
正
月
、
福
州
〔
福
建
省
福
州
〕
に
向

か
う
。
し
か
し
途
中
で
病
気
に
な
り
、
結
局
赴
任
せ
ず
に
帰
郷
す
る
。》

　

次
の
詩
は
、
閑
居
生
活
を
送
り
な
が
ら
も
、
ま
だ
完
全
に
枯
れ
切
っ
て

い
な
い
わ
が
身
を
自
嘲
す
る
。
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詠
懷
自
嘲　
　
　

懐お
も

い
を
詠え

い

じ
自み

ず
か

ら
嘲あ

ざ
け

る

簷
溜
春
猶
凍　
　

簷え
ん

溜り
ゅ
う　

春は
る

に
猶な

お
凍こ
お

り

門
扉
晚
未
開　
　

門も
ん

扉ぴ　

晩く
れ

に
未い
ま

だ
開ひ
ら

か
ず

退
閒
驚
客
至　
　

退た
い

閒か
ん　

客き
ゃ
く

の
至い
た

る
に
驚お
ど
ろ

き

衰
懶
怕
書
來　
　

衰す
い

懶ら
ん　

書し
ょ

の
来き

た
る
を
怕お
そ

る

日
日
教
澆
竹　
　

日
日　

竹
に
澆そ

そ

が
し
め

朝
朝
遣
探
梅　
　

朝
朝　

梅
を
探さ

ぐ

ら
し
む

園
丁
應
竊
笑　
　

園え
ん

丁て
い　

応ま
さ

に
窃ひ

そ

か
に
笑
う
べ
し

猶
自
說
心
灰　
　

猶な

お自
心
は
灰
な
り
と
説と

く
と

◯
詠
懐　

心
の
中
の
思
い
を
う
た
う
。
◯
簷
溜　

軒
先
の
雨
だ
れ
。
◯
退

閒　

隠
退
し
て
閑
居
生
活
を
送
る
。
◯
衰
懶　

老
い
さ
ら
ば
え
て
も
の
ぐ

さ
。
◯
怕
書
来　

手
紙
が
来
る
こ
と
を
心
配
す
る
。
◯
教
澆
竹　

竹
に
水

を
注
が
せ
る
。「
教
」
は
、
使
役
。
◯
遣
探
梅　

梅
の
花
の
様
子
（
開
花

状
況
）
を
見
に
行
か
せ
る
。「
遣
」
は
使
役
。
◯
園
丁　

庭
師
。
◯
窃　

こ
っ
そ
り
。
◯
猶
自　

二
文
字
で
、
な
お
、
の
意
。
◯
心
灰　

心
が
燃
え

尽
き
て
灰
の
よ
う
で
あ
る
。
◯
『
石
湖
』
巻
二
十
九
。
五
言
律
詩
。
韻
字

は
開
、
来
、
梅
、
灰
（
上
平
十
灰
）。

　
　

心
の
中
の
思
い
を
う
た
い
、
自
分
を
か
ら
か
う

軒
先
の
雨
だ
れ
は
春
で
も
な
お
凍
り
つ
く
よ
う
に
冷
た
く
、

屋
敷
の
門
の
扉
は
日
暮
れ
に
な
っ
て
も
ま
だ
開
か
な
い
。

隠
退
し
て
閑
居
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
で
、
来
客
が
あ
る
と
聞
い
て
は
驚

き
、

老
い
さ
ら
ば
え
て
も
の
ぐ
さ
に
な
り
、
人
か
ら
手
紙
が
来
る
こ
と
を
心
配

す
る
。

毎
日
、
竹
に
水
を
注そ

そ

が
せ
、

毎
朝
、
梅
の
花
の
様
子
を
見
に
行
か
せ
る
。

庭
師
は
、
き
っ
と
こ
っ
そ
り
笑
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

「
旦
那
さ
ま
と
き
た
ら
、
あ
れ
で
も
心
が
灰
の
よ
う
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
の

で
す
か
ら
な
」
と
。

　

ま
い
に
ち 

た
け
に 

み
ず
を 

や
り

　

ま
い
あ
さ 

う
め
の 

よ
う
す 

み
る

　

に
わ
し 

こ
っ
そ
り 

わ
ら
っ
て
る

　

あ
れ
で 

こ
こ
ろ
が 

は
い
と
は
ね

　

中
国
の
詩
で｢

詠
懐｣

と
言
え
ば
、
竹
林
の
七
賢
の
代
表
格
で
あ
る
三

国
魏
・
阮げ

ん

籍せ
き

の｢

詠
懐
詩｣

の
連
作
が
思
い
浮
か
ぶ
。
阮
籍
の
詩
は
多
く

が
鬱
屈
し
た
思
い
を
う
た
う
が
、
こ
の
范
成
大
の
詩
は
何
と
も
ユ
ー
モ
ラ

ス
で
あ
る
。
拙
著
所
収
の
七
言
絶
句
「
枕ち

ん

上じ
ょ
う

に
て
感か
ん

有あ

り
」
同
様
、
こ
の

詩
も
庭
師
か
ら
見
た
自
分
が
ど
う
見
え
る
か
を
想
像
し
な
が
ら
う
た
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
客
観
性
を
保
て
る
こ
と
が
范
成
大
の
長
所
で
あ
り
、
強

み
で
あ
ろ
う
。「
怕
書
来
」
に
つ
い
て
は
、
拙
著
の
第
五
章
「
旧
友
か
ら

の
手
紙
」
の
部
分
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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《
淳
熙
十
六
年
二
月
、
孝こ

う

宗そ
う

は
退
位
し
、
光こ

う

宗そ
う

（
在
位
一
一
八
九
〜
一

一
九
四
）
が
即
位
す
る
。
な
お
こ
の
年
、
范
成
大
は
朝
廷
か
ら
呉ご

郡ぐ
ん

開か
い

国こ
く

侯こ
う

に
封
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

紹し
ょ
う

熙き

三
年
（
一
一
九
二
）
五
月
、
范
成
大
は
太た
い

平へ
い

州し
ゅ
う

〔
安あ
ん

徽き

省し
ょ
う

当と
う

塗と

〕

の
知
事
に
任
命
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
着
任
し
て
ほ
ど
な
く
下
の
娘
が
夭よ
う

折せ
つ

し
、
辞
任
し
て
帰
郷
す
る
。

　

紹
熙
四
年
（
一
一
九
三
）
九
月
五
日
、
范
成
大
は
世
を
去
る
。
享
年
六

十
八
。
没
後
、
朝
廷
よ
り
銀ぎ

ん

青せ
い

光こ
う

禄ろ
く

大だ
い

夫ふ

を
贈
ら
れ
、
呉ご

郡ぐ
ん

公こ
う

に
追
封
さ

れ
、
文ぶ

ん

穆ぼ
く

と
諡お

く
り
な

さ
れ
た
。

　

晩
年
の
范
成
大
は
療
養
生
活
の
中
で
『
石
湖
大
全
集
』
を
編
集
し
、
完

成
す
る
と
、
序
文
の
執
筆
を
親
友
の
楊よ

う

万ば
ん

里り

に
依
頼
し
た
。『
石
湖
大
全

集
』
は
今
日
で
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、『
石
湖
居
士
詩
集
』
そ
の
他
が
現

存
し
、
范
成
大
の
文
学
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
。》

お
わ
り
に

　

以
上
、
拙
著
に
収
録
で
き
な
か
っ
た
范
成
大
の
作
品
十
八
首
を
簡
単
に

紹
介
し
た
。
こ
れ
だ
け
で
も
「
范
成
大
小
詩
集
」
と
い
っ
た
趣
で
は
あ
る

が
、
で
き
る
こ
と
な
ら
拙
著
を
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、

私
と
范
成
大
の
関
係
は
、
こ
れ
で
終
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
周
汝
昌
氏
の

選
集
は
范
成
大
の
詩
合
計
三
二
六
首
を
収
録
し
て
お
り
、
ま
だ
紹
介
し
て

い
な
い
作
品
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

思
え
ば
私
と
范
成
大
と
の
か
か
わ
り
は
、
最
初
の
論
文
「
成
都
に
お
け

る
陸
游
と
范
成
大
の
交
流
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
八
集
、
一
九

九
六
年
）
を
発
表
し
て
以
来
、
す
で
に
二
十
年
以
上
に
な
る
。
范
成
大
に

対
す
る
興
味
関
心
は
、
今
後
時
と
共
に
よ
り
一
層
深
ま
っ
て
行
く
こ
と
で

あ
ろ
う
。
本
稿
を
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
時
間
の
許
す

限
り
研
究
を
重
ね
て
行
き
た
い
。
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